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養蚕小学校で田植えの体験授業

　５月 11 日、養蚕小学校では、「田植え」の体験授業が行われました。　５月 11 日、養蚕小学校では、「田植え」の体験授業が行われました。
この授業は地域の農家とＰＴＡの協力により、総合的な学習の時間の一この授業は地域の農家とＰＴＡの協力により、総合的な学習の時間の一
環として３年生から６年生までが毎年行っています。環として３年生から６年生までが毎年行っています。
　小学校南側の田んぼに集合した児童たちは、講師から稲の植え方など　小学校南側の田んぼに集合した児童たちは、講師から稲の植え方など
の話を聞いた後、さっそく田んぼの中へ。３年生は田んぼに入るのは初の話を聞いた後、さっそく田んぼの中へ。３年生は田んぼに入るのは初
めての体験とあって、最初は足をとられてうまく歩けませんでしたが、めての体験とあって、最初は足をとられてうまく歩けませんでしたが、
慣れてくると上手に苗を植えることができるようになりました。慣れてくると上手に苗を植えることができるようになりました。
　秋には、稲刈りの体験もおこない、収穫されたお米でカレーライスを　秋には、稲刈りの体験もおこない、収穫されたお米でカレーライスを
作って食べる計画をしています。作って食べる計画をしています。



乗り合い
   タクシー

　市では、新たな交通サービスとして、10月１日から「筑西市デマンドタクシー

（仮称）」の運行を開始します。このサービスは、交通手段に不便をきたし

ている人に自宅や指定の場所から目的地（戸口から戸口）まで、乗り合

いタクシーによる送迎サービスを行うものです。

　なお、現在運行している、ふれあい巡回バス（下館地

区内）、元気号（明野地区内）、また、シルバータ

クシー助成などは、より利便性の高いデマン

ドタクシーへ生まれ変わります。

筑西市デマンドタクシー筑西市デマンドタクシー
巡回バスはさらに便利に生まれ変わります

10 月 １ 日 運 行 開 始

（仮称）

利用者は事前に「筑西市デマンドタクシー」への
利用登録が必要です。（８月登録開始）
※利用登録、利用方法などの詳細は、今後お知らせします。

中学生以上 300円　小学生以下 200円　３歳児未満無料
利用料金（１回利用ごとに）

運行エリアは筑西市内のみです。

運行日時（土日祝日、８月 13日～ 16日、12月 29日～１月３日は運休）

月曜日から金曜日の午前８時から午後５時まで。
※「筑西市デマンドタクシー」は、通常のタクシーと異なり複数の人との乗り合わせでの
　利用となりますので、目的地への到着時間には十分余裕を持ってご利用ください。

乗りたいときに電話でご予約いただ
くと、乗り合いのタクシーが複数の
人を乗車場所の戸口からそれぞれの

目的地の戸口まで送迎するサービスです。

デマンド
タクシー
とは？

 ※デマンド【demand】需要。要求。などの意 ※デマンド【demand】需要。要求。などの意 ※デマンド【demand】需要。要求。などの意
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　筑西市の新しい交通システム

「デマンドタクシー」が、市民の

生活の足として、子どもからお年

寄りまで幅広く親しまれるよう

に呼びやすい愛称を募集します。

■応募方法　愛称、愛称の簡単

な説明、住所、氏名、性別、年齢、

職業（学校名・学年）、電話番号

を記入のうえ、官製はがき、Ｆ

ＡＸまたはＥメールで応募くだ

さい。

■応募期限　６月15日（金）必着

■審査　選考委員会により１点

を採用します。同じ愛称の応募

が複数あったときには抽選とし

ます。

■発表　８月上旬。採用者本人

に通知するとともに、市広報紙

で発表します。（採用者には記念

品を贈呈します）

■作品の取り扱い　採用作品の

著作権、そのほか一切の権利は

筑西市に帰属します。採用作品

は運行する車両に標記するほか、

広告媒体などで広く利用・普及

します。

■応募・問い合せ先　

〒 308-8616 筑西市役所企画課

　デマンドタクシー愛称募集係

　TEL24-2111 内線480・490

　FAX24-7333

   kikaku@city.chikusei.lg.jp

デマンドタクシーに
素敵な名前を
つけてください。

愛
称
募
集

①利用者

②情報センター

③利用者宅など
指定する場所へ

④目的地へ

温泉へ

病院へ

商店街へ

○○○○さんで
すね。
今日の午前 10
時の便の予約を
受付ました。
自宅で待ってい
てください。

②情報センター

オペレーターが対応します

④利用者宅など
指定する場所へ

③外出先から

②情報センター

①利用者

温泉から

病院から

商店街から

オペレーターが対応します

○○○○さんで
すね。
今日の午後○時
の便の予約を受
付ました。
○○で待ってい
てください。

今日（予約は前
日でも可）の
10 時便で自宅
から○○病院ま
で予約します。

電話またはファックスで予約

出かけるときは

今日の○時便で
○○病院から自
宅まで予約しま
す。

病院や商店街から電話で予約

（予約受付）

（予約受付）

？

帰るときは？
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窓口 対 象 業 務

市
　

民
　

課
　

●住民票の写し、記載事項証明書の発行

●戸籍の各種届出、証明書の発行

●身分証明書の発行

●印鑑登録・廃止、証明書の発行

●埋火葬許可書の発行

●外国人登録原票記載事項証明書発行

●自動車臨時運行許可証の発行　など

保
険
年
金
課

【国民健康保険に関する業務】

●国保の資格取得または資格喪失の受付

●被保険者証の再発行（紛失の場合のみ）

●葬祭費支給申請の受付

●前期高齢者受給者証の再発行

【国民年金に関する業務】

● 20歳到着者適用申請書の受付

●資格取得等の受付

●学生納付特例申請書の受付　など

【医療福祉に関する業務】

●医療受給資格の変更届の受付

●医療福祉受給者証の再発行　など

【老人医療に関する業務】

●老人医療受給資格の変更及び喪失届の受付

●老人医療高額医療費支給申請書の受付

【保険税に関する業務】

●保険税の賦課及び還付の問い合わせ

介
護
保
険
課

●被保険者証の発行

●居宅サービス計画作成依頼

●高額介護サービス費支給申請の受付

●要介護認定申請の受付

こ
ど
も
家
庭
課

●保育所入退所、変更などの受付

●児童手当などの受付

●要保護児童対策事業（相談業務）

●父子家庭児童等及び交通遺児学資金支給の受付

障
害
福
祉
課

●障害者福祉タクシー利用料金助成申請

●身体障害者手帳交付申請

●障害者自動車税及びＮＨＫ受信料減免申請

●障害者有料道路割引証交付

毎
週
木
曜
日
は
夜
７
時
ま
で       

６
月
か
ら
11
月
末
ま
で
（
試
行
）

※上記の取り扱い事務のうち、ほかの市町村への照会・
　確認が必要となる場合は、即日対応ができませんので、
　事前に担当課へご確認ください。
※届出に関連して、ほかの諸手続きが必要な場合は、後
　日来庁をお願いすることがあります。
※時間延長に関しては、取り扱い業務が限られますので、
　事前に担当課へお問い合わせください。

窓口延長で取り扱う業務 市
役
所    

窓
口
の
時
間
を
延
長
し
ま
す

　

市
で
は
、
６
月
か
ら
11
月
末
ま
で
の
毎

週
木
曜
日
、
戸
籍
や
国
民
健
康
保
険
な
ど
の

窓
口
を
、
午
後
７
時
ま
で
試
行
的
に
延
長

し
ま
す
。
仕
事
な
ど
で
平
日
昼
間
で
は
市

役
所
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
窓
口
延
長

で
取
り
扱
う
業
務
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

市
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
的
に
、
本
庁
舎
１

階
フ
ロ
ア
に
、窓
口
業
務
の
案
内
な
ど
を
行
う
フ
ロ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

合
併
か
ら
２
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
初
め
て
市
役
所
本

庁
舎
に
来
ら
れ
る
市
民
の
み
な
さ
ん
が
増
え
て
お
り
、
戸
惑

う
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
特
に
市
民

サ
ー
ビ
ス
に
直
結
す
る
市
民

課
業
務
や
福
祉
業
務
な
ど
の

窓
口
で
「
戸
惑
う
」
こ
と
な

く
要
件
を
済
ま
せ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
フ
ロ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
配
置
し
ま
し
た
。

腕
章
を
付
け
た
職
員
が
対
応

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

フロアマネージャーにお尋ねください

３月から毎日、本庁舎１階にフロアマネージャーを配置

この腕章をした職員が１階フロ
アに常駐していますので、お気
軽に声をかけてください。

本
庁



●瑞宝双光章

　元茨城県警察官
　昭和 26 年から昭和 63 年ま
で 37 年間にわたり、茨城県
警察官として地域の安全のた
めに尽力。特に交通警察業務
に従事し、交通事故事件の捜
査と解決に力を注ぎました。

●黄綬褒章

　広沢グループ会長
　昭和 32 年から現在まで、
50 年にわたって金属加工業・
機械製造業の第一線で業務に
精励。世界トップクラスの
シェアを誇る装置の開発に携
わるなど、産業経済の発展に

●瑞宝単光章

　元下館市消防団副分団長
　昭和 26 年から平成 12 年ま
での 49 年間、消防団の一員
として、市民の生命と財産を
守るため、災害現場の第一線
で活躍。また、消防組織の強
化と消防施設の充実にも努

　

■
「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
あ
け
の
」
に

　

環
境
保
全
茨
城
県
民
会
議
ほ
う
賞

　

平
成
19
年
度
環
境
保
全
茨
城
県
民
会
議

表
彰
で
、「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
あ
け
の
」（
代

表
＝
坪
松
亨
さ
ん
）
が
団
体
の
部
・
ほ
う

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
環
境
保

全
活
動
や
環
境
美
化
活
動
に
顕
著
な
功
績

が
あ
っ
た
個
人
・
団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の

で
す
。

　

「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
あ
け
の
」
は
、
平

成
５
年
か
ら
14
年
間
に
わ
た
り
、
住
民
と

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
ご
み
の
減
量
化

お
よ
び
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
、
環
境
美
化

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
他
の
模
範
と

な
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

市 政 ニ ュ ー ス

美
し
い
環
境
づ
く
り
に
貢
献

平成19年春の叙勲・褒章が発表されました。平成19年春の叙勲・褒章が発表されました。

筑西市からは、叙勲に筑西市からは、叙勲に瑞瑞宝双光章宝双光章が１人、が１人、

瑞瑞宝単光章宝単光章が１人、褒章ではが１人、褒章では黄黄綬綬褒褒章章に１人がに１人が

選ばれました。受章したみなさんを紹介します。選ばれました。受章したみなさんを紹介します。

春の叙勲・褒章星野  恵司さん（76歳・野殿）

廣沢  清さん（68歳・横島）田中  昭三さん（78歳・菅谷）

「ルールを守るという正義感が私の性分に合っていると
思い、警察官になりました。数多くの特異な事件を担当
し、思い出はたくさんありますが、最後まで勤め上げ、
一つも悔いはありません。今回の受章は、一緒に勤めた
方のお力添えと地域のみなさんのご協力の賜物と、深く
感謝しております」と語ってくれました。

め、多大な功績を残されました。
「火事の一報があれば、たとえ夜中だろうとすぐに現場
に駆けつけました。ずいぶん苦労もありましたが、家族
や地域のみなさんの支えがあったから、長い間、頑張っ
てこられたのだと思います。消防一筋でやってきたこと
が認められて、うれしく思います」と話してくれました。

多大な貢献をされました。
「思いがけない受章に驚いていますが、これも周りのみ
なさんのおかげと感謝しております。仕事の卒業証書を
もらったような気持ちですね。でも、まだまだ人生の中
間地点。仕事を引退したら、誰もが楽しめる余暇と健康
のまちを作るのが私の夢なんです」と語ってくれました。

明野公民館周辺の清掃活動明野公民館周辺の清掃活動
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５
月
14
日
、
県
知
事
、
県
議
会
農
林
水

産
委
員
会
委
員
、
地
元
選
出
県
議
会
議
員

な
ど
が
、
県
西
北
部
を
中
心
と
し
た
10
日

の
降
雹
の
被
害
に
あ
っ
た
関
舘
地
内
の
梨

や
タ
バ
コ
の
ほ
場
を
調
査
し
ま
し
た
。
市

農
政
課
に
よ
る
と
、
市
内
の
梨
の
収
穫
皆

（
作
付
面
積
３
６

）、

被
害
金
額
約
６
億
９
千
４
百
万
円
、
タ
バ

コ
が
３
・

（
作
付
面
積
38

、
被
害

金
額
約
１
千
６
百
万
円
。

　

現
地
を
案
内
し
た
冨
山
市
長
は｢

梨
は

主
要
な
市
の
特
産
品
で
、
農
家
は
土
づ
く

り
、
人
づ
く
り
に
勤
し
み
安
全
・
安
心
な

梨
作
り
に
励
ん
で
き
た
。
早
急
な
対
策
を

講
じ
て
ほ
し
い｣

と
助
成
や
融
資
の
検
討

を
知
事
に
要
望
し
ま
し
た
。
　

　

４
月
22
日
か
ら
５
月
５
日
ま
で
、
宮
山

ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
公
園
で
「
鯉
の
ぼ
り

祭
り
」（
鯉
の
ぼ
り
祭
り
実
行
委
員
会
主

催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
市

内
の
小
学
生
が
描
い
た
手
作
り
鯉
の
ぼ
り

や
市
民
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
な
ど
約

５
０
０
匹
の
鯉
の
ぼ
り
が
風
を
受
け
て
大

空
を
泳
い
で
い
ま
し
た
。

　

５
日
の
こ
ど
も
の
日
に
は
、
太
鼓
の
演

奏
や
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

ダ
ン
ス
の
ス
テ
ー
ジ
、
輪
投
げ
大
会
、
鯉

の
ぼ
り
の
早
あ
げ
競
争
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
美
し
い

新
緑
と
元
気
に
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り
に
囲
ま

れ
、
訪
れ
た
多
く
の
人
た
ち
が
、
楽
し
い

一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

笑顔があふれる筑西の休日
新緑の宮山公園で鯉のぼり祭り

　

５
月
13
日
、
関
城
運
動
場
と
関
城
体
育

館
を
会
場
に
第
29
回
子
ど
も
会
球
技
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
子
ど

も
会
育
成
連
合
会
関
城
支
部
が
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
て
交
流
を
図
ろ
う
と
毎
年
行
っ

て
い
る
も
の
。子
ど
も
た
ち
は
、バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
テ
ィ
ー
の
上
に
置
か
れ
た
ボ
ー
ル
を

打
つ
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
や
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

バ
レ
ー
で
汗
を
流
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
南
側
キ
ャ
ン
プ
場
で
は
、
第
18

回
子
ど
も
ま
つ
り
が
開
か
れ
ま
し
た
。
Ｋ

ｉ
ｄ
ｓ
天
国
実
行
委
員
会
と
筑
西
リ
ー

ダ
ー
ス
高
校
生
会
の
協
力
で
、
ピ
ッ
チ
ン

グ
ゲ
ー
ム
や
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、
昔
の
遊

び
な
ど
の
催
し
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
子
ど

も
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

まちのわだいまちのわだい

手軽なスポーツで楽しく交流
子ども会球技大会・子どもまつり

橋本県知事が降雹被害を調査

小
貝
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス

五
行
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

6

梨、タバコで約 7億 1千万以上の被害



現
代
に
通
ず
る
「
報
徳
」
と
呼
ば
れ
る
思
想

　

４
月
に
水
戸
市
で
行
わ
れ
た
「
飛
田
穂

州
旗
第
20
回
中
学
校
野
球
大
会
」
で
関

城
中
が
見
事
、
初
優
勝
。
５
月
９
日
、
関

城
中
野
球
部
員
が
市
役
所
を
訪
れ
、
冨
山

市
長
に
優
勝
報
告
を
し
ま
し
た
。
関
城
中

は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、
決
勝
で
佐

野
中
（
ひ
た
ち
な
か
市
）
に
逆
転
勝
ち
。

ま
た
、
５
月
に
下
妻
市
で
行
わ
れ
た
「
為

桜
野
球
大
会
」で
も
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

めざせ！世界大会
茨城ちびっこオセロキャラバン in 下館

環境美化にさわやかな汗
関城未来クラブがボランティア清掃

関城中が初優勝
飛田穂州旗中学野球大会

7

　

関
城
地
区
の
若
き
経
営
者
で
つ
く
る
関

城
未
来
ク
ラ
ブ
（
斉
藤
光
男
会
長
）
の
み

な
さ
ん
が
、
４
月
22
日
、
道
路
の
清
掃
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
27
人
の
会
員
が
関
城
支
所
周
辺

や
関
館
工
業
団
地
な
ど
の
沿
道
に
落
ち
て

い
る
鉄
く
ず
や
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

な
ど
、
２
ト
ン
ダ
ン
プ
３
台
分
を
回
収
。

ま
た
、
回
収
し
た
鉄
く
ず
な
ど
の
リ
サ
イ

ク
ル
代
金
３
万
１
１
５
７
円
を
市
の
福
祉

基
金
に
寄
付
し
て
く
れ
ま
し
た
。
会
長
の

斉
藤
光
男
さ
ん
は
「
私
た
ち
は
、
日
ご
ろ

か
ら
地
元
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い

ま
す
。
少
し
で
も
恩
返
し
し
た
い
と
い
う

気
持
ち
で
仲
間
が
集
ま
っ
て
く
れ
ま
す
」

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

５
月
６
日
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ア
ル

テ
リ
オ
で
、「
親
子
オ
セ
ロ
キ
ャ
ラ
バ
ン

in
下
館
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
下
館
青
年
会
議
所（
野

寺
孝
理
事
長
）
が
開
催
し
た
も
の
で
、
40

組
の
親
子
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

オ
セ
ロ
は
覚
え
る
の
に
１
分
、
習
熟
す
る

に
は
一
生
と
言
わ
れ
、
単
純
な
よ
う
で
奥

が
深
い
こ
の
ゲ
ー
ム
は
、
水
戸
市
が
発
祥

の
地
で
す
。
同
会
議
所
未
来
の
ち
か
ら
育

成
委
員
会
の
片
平
忠
志
委
員
長
は
「
オ
セ

ロ
は
年
齢
を
問
わ
ず
楽
し
め
る
ゲ
ー
ム
で

す
。親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

７
月
１
日
に
は
県
大
会
が
開
催
さ
れ
、
こ

の
大
会
の
上
位
５
人
が
出
場
し
ま
す
。
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６年生が描くわたしの夢・このまちの未来 マイドリムー・

私
の
夢
は
、
み
ん
な
が
上
手

に
ひ
け
る
よ
う
な
ピ
ア
ノ
の

先
生
に
な
る
こ
と
。
ご
み
も

な
く
、
花
や
緑
が
た
く
さ
ん

あ
る
ま
ち
に
し
た
い
で
す
。

柴山  侑保 根本  一希

僕
の
夢
は
、
み
ん
な
に
未
来

の
希
望
を
与
え
る
弁
護
士

で
す
。
市
の
人
々
が
全
員
希

望
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
に
し
た
い
な
。

み
ん
な
を
助
け
て
あ
げ
ら

れ
る
看
護
師
に
な
り
た
で

す
。
小
さ
な
子
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
幸
せ
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
に
し
た
い
な
。

僕
の
夢
は
古
代
ナ
ス
カ
文

明
を
研
究
す
る
考
古
学
者

に
な
る
こ
と
。
み
ん
な
が

安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

自
然
豊
か
な
筑
西
市
。
お

年
寄
り
か
ら
子
ど
も
ま

で
、
み
ん
な
が
楽
し
く
仲

よ
く
生
活
で
き
る
ま
ち
で

あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

私
の
夢
は
看
護
師
に
な
る

こ
と
。
筑
西
市
を
病
気
の

人
の
い
な
い
、
明
る
く
元

気
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

岡崎  瑠菜 稲光  勇太 小久保綾美谷島  拓己

僕
は
将
来
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

で
世
界
に
通
用
す
る
選
手

に
な
り
た
い
で
す
。
人
権

と
環
境
と
マ
ナ
ー
を
大
切

に
す
る
ま
ち
に
し
た
い
な
。

も
し
私
が
、
将
来
バ
ス

ケ
ッ
ト
の
選
手
に
な
れ
た

ら
、
こ
の
明
る
く
緑
豊
か

な
筑
西
市
を
世
界
の
み
ん

な
に
教
え
た
い
な
。

き
れ
い
な
ま
ち
に
な
っ
て

ほ
し
い
。
一
人
ひ
と
り
が

ご
み
を
捨
て
な
い
気
持
ち

を
忘
れ
ず
、木
や
花
が
い
っ

ぱ
い
の
ま
ち
が
い
い
な
。

将
来
の
夢
は
人
の
役
に
立

つ
仕
事
を
す
る
こ
と
で

す
。
誰
も
が
楽
し
く
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

な
っ
て
ほ
し
い
な
。

谷中  彩華谷中  勇一目崎茜紀美

太刀由紀菜

大
村
小
学
校

児
童
数
３
８
7
人

伊
讃
小
学
校

児
童
数
２
５
８
人

　実行委員会では大会の円滑な運営を図るため、県民
のみなさんからボランティアを募集します。
●対象会場＝①笠松運動公園（総合開会式）②ひたち
　なか市総合運動公園（県主催イベント）③つくば国
　際会議場・県つくば美術館（〃）④結城市民文化セ
　ンター「アクロス」（〃）⑤県民文化センター（総合
　閉会式）⑥ JR水戸駅、JR石岡駅、JR日立駅、JR土
　浦駅⑦TXつくば駅
●応募資格＝県内に在住、在勤、在学する人で、平成
　４年４月１日以前に生まれた人（18 歳未満または高
　校生は保護者の同意が必要です）
●応募締切＝６月 29 日（金）※郵送の場合は消印有効

ねんりんピック茨城2007 ボランティア募集
●応募方法＝市役所本庁、各支所などに備え付けの応
　募用紙に必要事項を記入し、県実行委員会事務局に
　郵送またはFAXにより応募してください。応募用紙
　はＨＰからも http://www.pref.ibaraki.jp/nenrin/
●問い合せ先＝ねんりんピック茨城 2007 実行委員会事
　務局（℡ 029-301-3338）
※報酬はありません（交通費は自己負担）ボランティ
　ア用被服等及び昼食（活動時間による）を支給
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お
は
な
し
会
（
明
野
図
書
館
・
児
童
室
）

赤
ち
ゃ
ん
向
け
読
み
聞
か
せ

　

（
中
央
図
書
館
・
お
話
し
コ
ー
ナ
ー
）

学
校
訪
問
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク

特
別
整
理
期
間
（
中
央
図
書
館
）

　

６
月
18
日
（
月
）
〜
23
日
（
土
）

ぜ
ひ
、
絵
本
を
通
し

て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
赤
ち
ゃ
ん
と
分
か

ち
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
渡
し
す
る
本
は
毎
年
違
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

「
と
っ
と
こ
　

と
っ
と
こ
」（
ま
つ
い
の
り
こ
作
／

童
心
社
）「
ぶ
ー
ぶ
ー
　

じ
ど
う
し
ゃ
」（
山
本
忠

敬
作
／
福
音
館
書
店
）
の
２
冊
で
す
。

　

な
お
、
下
館
地
区
で
は
、
７
月
の
健
診
ま
で
は

「
い
な
い
い
な
い
ば
あ
」（
松
谷
み
よ
こ
文
・
瀬
川

康
男
絵
／
童
心
社
）「
あ
そ
び
」（
オ
ク
セ
ン
バ
リ
ー

作
／
文
化
出
版
局
）
の
２
冊
に
な
り
ま
す
。

〜
赤
ち
ゃ
ん
に

　
　

心
の
ミ
ル
ク
を
〜

イ
ベ
ン
ト
情
報

い し たう が も ち ひびき

 ぼくた
ち・わたしたち １歳になりました

浦
う ら たう ら た

田 拓
た く また く ま

真 くんくん
６月９日生（６月９日生（茂田茂田））

加
か と うか と う

藤 駿
しゅんのすけしゅんのすけ

之介之介 くんくん
６月12日生（６月12日生（玉戸玉戸）

佐
さ と うさ と う

藤 仁
じんゆうじんゆう

勇 くんくん
６月12日生（６月12日生（小林小林）

桑
くわばらくわばら

原 彩
あやあや

 ちゃんちゃん

6月15日生（6月15日生（玉戸玉戸）
土
つ ち だつ ち だ

田 翔
しょうたしょうた

太 くんくん
６月13日生（６月13日生（本城町本城町））

根
ね も とね も と

本 将
しょうへいしょうへい

平 くんくん
6月10日生（6月10日生（外塚外塚）

堀
ほ り えほ り え

江 悠
ゆ う たゆ う た

太 くんくん
６月14日生（６月14日生（伊讃美伊讃美））

匂
さぎさかさぎさか

坂 優
ゆうせいゆうせい

正 くんくん
６月15日生（６月15日生（一本松一本松）

松
まつもとまつもと

本 晴
は る きは る き

希 くんくん
６月15日生（６月15日生（犬塚犬塚）

小
こばやしこばやし

林 哲
あきらあきら

 くんくん
６月16日生（６月16日生（折本折本）

安
あんどうあんどう

藤 やまと  やまと くんくん
６月18日生（６月18日生（花橋花橋））

飯
い い だい い だ

田 光
こうようこうよう

陽 くんくん
６月15日生（６月15日生（築地築地）

坂
さかつめさかつめ

爪 結
ゆ う なゆ う な

菜 ちゃんちゃん

６月19日生（６月19日生（みどり町みどり町））
増
ますぶちますぶち

渕 日
は る かは る か

香 ちゃんちゃん

６月20日生（６月20日生（稲野辺稲野辺）
三
み う らみ う ら

浦 梓
し お んし お ん

桜 ちゃんちゃん

６月20日生（６月20日生（赤浜赤浜）
谷
や じ まや じ ま

島 寿
ひ さ とひ さ と

人 くんくん
６月30日生（６月30日生（蓮沼蓮沼））

奥
おくむらおくむら

村 瑠
る なる な

奈 ちゃんちゃん

６月20日生（６月20日生（幸町幸町）

秋
あきやまあきやま

山 優
ゆ う とゆ う と

人 くんくん
６月２日生（６月２日生（玉戸玉戸））

宇
う が も ち

賀持賀持 響
ひびき

 くんくん
６月３日生（６月３日生（榎生榎生）

石
い し た

田 真
ま こま こ

子 ちゃんちゃん

６月５日生（６月５日生（舟生舟生）
大
お お きお お き

木 かのん  かのん ちゃんちゃん

６月７日生（６月７日生（鍋山鍋山）
柏
かしわやかしわや

谷 遥
は る かは る か

香 ちゃんちゃん

６月８日生（６月８日生（榎生榎生））
佐
さ と うさ と う

藤 ひのか  ひのか ちゃんちゃん

６月２日生（６月２日生（玉戸玉戸）

わわがが家家 ドドののアアイイ ルル

おでかけガイド

平成 18年８月生まれのお子さんの写真を募集しています。写真裏面に①お子さんの氏名・ふりがな・生年月日・性別 ②保護
者氏名・郵便番号・住所・電話番号を明記し、６月 29日（金）までに市広報広聴課へ。応募者多数の場合は抽選とします。アイドル募集

アコースティックナイト in 小山30６ （土）

小山市立文化センター［小山市℡ 0285-22-9552］ ■開場：
午後５時 30分 開演：午後６時　■入場料【１階席】5,000
円【２階席】4,500 円 　伊勢正三、太田裕美、大野真澄

キスリング展20７ （金）まで

茨城県近代美術館［水戸市℡ 029-243-5111］ ■開館時
間 午前９時 30分～午後５時（月曜日休館）　■入場料 一
般 1,050 円　エコール・ド・パリを代表する画家の全貌を紹介。

松竹大歌舞伎公演 中村吉右衛門 市川染五郎ほか16７ （月）

栃木県総合文化センター［宇都宮市℡ 028-643-1010］ 
■開演：【昼の部】午後１時【夜の部】午後５時　■入場料
Ｓ席 6,000 円Ａ席 5,000 円Ｂ席 4,000 円 チケット発売中

萩焼の造形美  人間国宝　三輪壽雪の世界
茨城県陶芸美術館［笠間市℡ 0296-70-0011］ ■開館時
間 午前９時 30分～午後５時（月曜休館）　■入場料 一般
700 円 陶歴の集大成となる初の大回顧展。191点を紹介。

24６ （日）まで



と女
男 す て き に ハ ー モ ニ ーひと

ひと 男女共同参画社会に関する
ご意見をお寄せください。

男女共同参画課（℡ 23-1600）

―

育
児
休
業
を
取
る
こ
と
に
な
っ

た
い
き
さ
つ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

育
休
を
取
っ
た
の
は
２
番
目
の

子
の
時
の
半
年
間
で
す
。
１
人
目

の
子
の
時
に
残
業
続
き
で
あ
ま
り

育
児
に
携
わ
れ
な
く
て
妻
に
任
せ

き
り
な
状
態
で
し
た
。
反
省
し
て

２
番
目
の
子
の
時
は
ぜ
ひ
取
っ
て

み
よ
う
と
思
っ
た
の
が
一
番
の

き
っ
か
け
で
す
。

―

育
児
休
業
を
取
っ
た
時
の
家
族
や

職
場
の
反
応
は
い
か
が
で
し
た
か
。

　

家
族
は
（
育
休
取
得
に
）
賛
成

で
し
た
。
職
場
の
方
も
、
私
の
携

わ
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
思
う
よ

う
に
進
ま
な
か
っ
た
時
期
だ
っ
た

の
で
ち
ょ
う
ど
良
か
っ
た
と
い
う

の
も
あ
り
ま
し
た
。

―

育
児
休
業
を
取
っ
て
大
変
だ
っ

た
こ
と
、
ま
た
、
よ
か
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
し
た
か
。

　

取
る
前
は
新
生
児
と
い
う
こ
と

お
父
さ
ん
、
子
育
て
し
て
ま
す
か
？

男性の
育児休業取得者に
聞きました

大津敏紀さんご一家（水戸市・東京電力下
館支社勤務）　大津さんは２番目のお子さ
ん（右）が生まれたときに半年間の育児休
業を取得しました。

 ◆育児休業制度とは？　男女労働者が雇用を継続したまま一定期間休むことができる制度です。全事業所を対象
　として義務化されているので、対象となる労働者が事業主に申し出ることで取得でき、事業主は、要件を満た
　した労働者の申し出を拒むことはできません。
◆育児休業の期間　子どもが１歳の誕生日の前日までなら希望する期間を取れます。お母さんが専業主婦であっ
　ても産後８週間はお父さんも子どものために育児休業を取れます。
◆育児休業給付　一定要件を満たした場合、雇用保険から育児休業給付金として賃金の 50%が支給されます。

                       （育児休業基本給付金 30％、育児休業者職場復帰給付金 20％）

で
ほ
と
ん
ど
寝
て
い
る
の
か
な
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
の
で
、

も
っ
と
自
分
の
時
間
を
有
効
に
使

え
る
と
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、

い
ざ
始
ま
っ
て
み
る
と
、
思
っ
た

ほ
ど
寝
て
い
な
く
て
大
変
で
し
た
。

ま
た
、
掃
除
や
洗
濯
な
ど
の
家
事

も
あ
り
ま
す
し
、
な
か
で
も
食
事

の
献
立
を
考
え
る
の
が
大
変
で
、

お
母
さ
ん
た
ち
が
毎
日
毎
日
考
え

る
苦
労
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

や
り
が
い
と
い
う
か
、
う
れ
し

か
っ
た
こ
と
は
、
抱
っ
こ
し
て
い

て
そ
の
ま
ま
ス
ゥ
ー
と
子
ど
も
が

寝
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。
子
ど
も

は
正
直
で
、
自
分
を
一
番
面
倒
見

て
く
れ
る
人
の
所
で
な
い
と
安
心

し
て
寝
ら
れ
な
い
み
た
い
で
す
。

―

こ
れ
か
ら
父
親
に
な
る
み
な
さ

ん
へ
ア
ド
バ
イ
ス
は
あ
り
ま
す
か
。

　

育
休
を
取
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

ど
ん
ど
ん
取
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

　

国
の
調
査
で
は
、
平
成
16
年
度
の
男
性
の
育
児
休
業
取
得
率
は
０
・
56
％
と
低
い
状
況
で

す
。
そ
う
し
た
中
、
育
児
休
業
を
取
っ
た
人
が
い
ま
す
。
東
京
電
力
下
館
支
社
に
お
勤
め
の

大
津
敏
紀
さ
ん
で
す
。
そ
こ
で
気
に
な
る
育
児
休
業
を
取
っ
た
感
想
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

会
社
で
働
く
の
は
40
年
く
ら
い
あ
り

ま
す
よ
ね
。
そ
う
す
る
と
、
育
休
を

取
っ
て
も
勤
務
す
る
な
か
で
は
わ
ず

か
な
時
間
だ
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も

は
大
き
く
な
れ
ば
親
と
い
る
よ
り
も

だ
ん
だ
ん
友
達
の
と
こ
ろ
に
行
き
ま

す
か
ら
、
触
れ
合
え
る
の
は
ほ
ん
の

わ
ず
か
だ
と
思
い
ま
す
し
。
そ
れ
で

も
子
ど
も
が
小
さ
い
こ
ろ
常
に
接
し

て
い
れ
ば
、
大
き
く
な
っ
て
も
い
い

関
係
で
い
ら
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

―

今
後
、
父
親
も
育
児
が
し
や
す
い

よ
う
に
環
境
を
整
え
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
職
場
な
ど
は
ど
の
よ

う
に
変
わ
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
か
。

　

会
社
の
制
度
の
充
実
も
必
要
で
す

が
、
こ
う
い
う
（
広
報
の
）
機
会
や

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
で
「
男
性
で
も

育
休
を
取
っ
て
い
る
人
が
い
る
ん
だ

よ
」
と
、
知
ら
せ
て
も
ら
え
れ
ば
、

育
休
を
取
る
人
が
増
え
て
い
く
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
、
あ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
某
会
社
の
人
事
担
当
者
が
言
っ
て

い
ま
し
た
が
、
会
社
の
ト
ッ
プ
が
考

え
を
変
え
て
も
ら
え
れ
ば
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
で
育
休
を
取
り
や
す
く
な
る
と

思
い
ま
す
。



輝く人
広
瀬 

高
一

「
Ｓ
Ｌ
は
、
乗
る
の
も
見
る
の
も
好
き
な
ん

で
す
。
匂
い
、
形
、
音
、
佇
ま
い
…
、
何
で

も
か
ん
で
も
い
い
。
石
炭
の
か
け
ら
一
つ

と
っ
て
も
、
雰
囲
気
が
あ
っ
て
い
い
で
す
ね
。

　

初
め
て
Ｓ
Ｌ
の
絵
を
描
い
た
の
は
、
５
歳

く
ら
い
だ
っ
た
か
な
。
気
が
つ
い
た
と
き
に

は
、
も
う
描
い
て
い
ま
し
た
ね
。
私
は
東
京

の
品
川
出
身
な
ん
で
す
が
、
表
通
り
に
出
れ

ば
す
ぐ
都
電
が
走
っ
て
い
た
し
、
住
ん
で
い

た
と
こ
ろ
が
電
車
の
車
庫
の
前
だ
っ
た
ん
で

す
よ
。
小
学
校
低
学
年
の
頃
、
下
館
の
南
町

に
疎
開
し
た
時
も
、
水
戸
線
の
南
側
だ
っ
た

し
。
汽
車
は
い
つ
も
、
空
気
み
た
い
に
そ
ば

に
あ
っ
た
ん
で
す
」
と
語
っ
て
く
れ
た
の
は
、

普
段
は
園
芸
関
係
の
会
社
を
営
む
広
瀬
高
一

さ
ん
（
68
歳
・
蓮
沼
）。
広
瀬
さ
ん
は
、
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
、
Ｓ
Ｌ
の
水
彩
画
や
ペ

ン
画
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、

協
和
支
所
ロ
ビ
ー
や
明
野
図
書
館
で
作
品
展

を
開
催
し
、
ま
た
、
土
浦
市
の
童
話
館
、
常

陽
銀
行
本
店
、
水
戸
駅
コ
ン
コ
ー
ス
、
福
島

県
双
葉
町
な
ど
、
各
地
で
個
展
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
広
瀬
さ
ん
の
描
く
絵
は
、
汽
車
の

美
し
く
精
細
に
Ｓ
Ｌ
を
描
く

いつも身近にあったＳL。
その魅力を描き続けたい。

さ
ん

細
部
ま
で
精
密
に
描
か
れ
、
光
と
陰
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
が
美
し
く
、
郷
愁
あ
ふ
れ
る
作
品

と
、
話
題
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

「
Ｓ
Ｌ
は
人
間
が
動
か
し
て
い
る
乗
り
物
。

だ
か
ら
、
絵
の
中
に
必
ず
人
物
を
入
れ
る
よ

う
心
が
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
水
彩
画

約
30
点
、
ペ
ン
画
は
数
え
き
れ
な
い
く
ら
い

描
き
ま
し
た
。
Ａ
３
サ
イ
ズ
の
も
の
は
４
、５

日
で
描
け
ま
す
が
、
１
２
０
号
の
大
き
な
も

の
に
な
る
と
１
年
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
何
し
ろ
、
気
が
向
い
た
時
に
休

み
休
み
描
い
て
い
る
だ
け
で
す
か
ら
。
ア
ト

リ
エ
な
ん
て
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
居
間
で
テ
レ

ビ
を
見
た
り
音
楽
を
聞
い
た
り
し
な
が
ら
描

く
ん
で
す
。
車
体
を
描
く
時
は
楽
し
く
て
夢

中
で
描
き
ま
す
が
、
線
路
の
砂
利
な
ん
か
だ

と
飽
き
れ
て
し
ま
っ
て
、
途
中
で
描
く
の
が

い
や
に
な
っ
ち
ゃ
う
ん
だ
よ
ね
（
笑
）。

　

趣
味
で
描
い
て
い
る
絵
で
す
が
、
そ
れ
が

き
っ
か
け
で
友
達
が
で
き
た
り
、
会
話
が
弾

ん
だ
り
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
う
れ
し
い
で
す

ね
。
こ
れ
か
ら
も
大
好
き
な
Ｓ
Ｌ
を
マ
イ

ペ
ー
ス
に
描
き
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。」
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図書館へ行こう
◆
世
界
各
地
に
す
む
ク
ワ
ガ
タ
や
カ
ブ
ト
ム

シ
の
中
か
ら
、
日
本
へ
の
輸
入
が
解
禁
さ
れ

た
も
の
を
中
心
に
鮮
明
な
写
真
で
紹
介
し
て

い
ま
す
。
外
国
産
ク
ワ
ガ
タ
・
カ
ブ
ト
ム
シ

の
飼
育
方
法
な
ど
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

◆
体
が
木
の
葉
に
そ
っ
く
り
な
コ
ノ
ハ
ム

シ
、
木
の
枝
に
そ
っ
く
り
な
エ
ダ
ナ
ナ
フ
シ

な
ど
、
忍
者
の
よ
う
に
変
身
す
る
昆
虫
た
ち

が
美
し
い
写
真
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
虫

た
ち
は
ど
こ
に
隠
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

◆
丹
精
な
版
画
に
よ
る
江
戸
落
語
絵
本
。
死

神
は
お
金
に
困
っ
て
い
る
若
い
夫
婦
を
助
け

る
が
、
父
親
は
金
に
目
が
く
ら
ん
で
自
分
の

寿
命
を
金
と
交
換
し
て
し
ま
う
…
…
。
こ
ど

も
か
ら
お
と
な
ま
で
楽
し
め
る
お
話
で
す
。

◆
紀
元
前
３
世
紀
か
ら
あ
る
自
動
販
売
機
が

日
本
に
広
ま
っ
た
の
は
、
こ
こ
４
０
年
程
の

こ
と
。
そ
の
間
、様
々
な
企
業
に
よ
る
開
発
・

製
造
・
販
売
の
ド
ラ
マ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
様
子
を
生
き
生
き
と
描
い
た
本
で
す
。

◆
動
乱
の
歴
史
を
生
き
た
三
河
の
菅
沼
家
を

３
代
に
わ
た
っ
て
描
く
。
野
田
城
主
・
菅
沼

定
則
は
、
帰
属
先
の
今
川
家
の
新
当
主
が
凡

庸
な
た
め
、
台
頭
著
し
い
松
平
清
康
（
徳
川

家
康
の
祖
父
）
に
つ
く
こ
と
に
す
る
が
…
。

◆
10
年
ぶ
り
く
ら
い
で
偶
然
再
会
し
た
幼
な

じ
み
。
な
ぜ
か
彼
女
と
ふ
た
り
で
、
ロ
ス
へ

旅
行
す
る
こ
と
に
…
。「
ラ
ン
ド
セ
ル
」
を

は
じ
め
、
少
し
笑
え
て
結
構
せ
つ
な
い
、「
女

ど
う
し
」
を
描
く
６
つ
の
物
語
。

今月のおすすめ本
中 央 図 書 館

明 野 図 書 館

写真でみる世界のクワ
ガタ＆カブトムシ大図鑑
監修＝高家博成
【ＰＨＰ研究所】

むしのにんじゃたち

写真＝海野和男
【世界文化社】

しにがみさん
原作＝柳家小三治　
作・絵＝野村たかあき

【教育画劇】

自販機の時代
著＝鈴木隆

【日本経済新聞出版社】

風は山河より
著＝宮城谷昌光

全５巻（写真は第３巻）
【新潮社】

しずく
著＝西加奈子
【光文社】
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★
お
は
な
し
会
（
明
野
図
書
館
・
児
童
室
）

お
は
な
し
会
（
明
野
図
書
館
・
児
童
室
）

①
６
月
17
日
（
日
）
午
後
３
時
〜

　

絵
本
「
ゴ
ム
あ
た
ま
ポ
ン
た
ろ
う
」「
あ
め

　

が
ふ
る
と
き
ち
ょ
う
ち
ょ
う
は
ど
こ
へ
」

②
６
月
24
日
（
日
）
午
後
３
時
〜

　

絵
本
『
か
も
と
り
ご
ん
べ
え
』『
ピ
ッ

　

ツ
ァ
ぼ
う
や
』

★
赤
ち
ゃ
ん
向
け
読
み
聞
か
せ

赤
ち
ゃ
ん
向
け
読
み
聞
か
せ

　

（
中
央
図
書
館
・
お
話
し
コ
ー
ナ
ー
）

　

（
中
央
図
書
館
・
お
話
し
コ
ー
ナ
ー
）

　

６
月
14
日
（
木
）
午
後
１
時
〜
３
時

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
が
赤

　

ち
ゃ
ん
向
け
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。

※
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

★
学
校
訪
問
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク

学
校
訪
問
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク

①
６
月
６
日（
水
） 

河
間
小  

テ
ー
マ『
虫
』

②
６
月
８
日（
金
）嘉
田
生
崎
小 

テ
ー
マ『
虫
』

③
６
月
27
日
（
水
）
大
村
小 

テ
ー
マ
『
生
命
』

★
特
別
整
理
期
間
（
中
央
図
書
館
）

特
別
整
理
期
間
（
中
央
図
書
館
）

　

６
月

　

６
月
1818
日
（
月
）
〜

日
（
月
）
〜
2323
日
（
土
）

日
（
土
）

　

蔵
書
点
検
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

　

大
変
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

　

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
休
館
中
の
返
却
は
、
図
書
館
入
口
の

　

返
却
ポ
ス
ト
へ
お
願
い
し
ま
す
。
た

　

だ
し
、
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
な
ど
ポ
ス
ト

　

に
入
ら
な
い
資
料
は
、
破
損
の
恐
れ

　

が
あ
り
ま
す
の
で
、
休
館
あ
け
に
直

　

接
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
３・
４
か
月
健
診
の
際
、
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
を
し
、
そ
の
絵
本
を
お
渡

し
す
る
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
か
け

が
え
の
な
い
時
間
を
絵
本
を
通
し
て
よ
り

幸
せ
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
、
多
く
の
人
に

子
育
て
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ

て
行
う
も
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に

協
力
し
て
い
た
だ
き
進
め
て
い
ま
す
。

　

絵
本
を
手
に
話
し
か
け
る
と
、
赤
ち
ゃ

ん
は
手
を
伸
ば
し
た
り
、
目
で
追
っ
た
り
、

時
に
は
笑
っ
た
り
し
ま
す
。
リ
ズ
ミ
カ
ル

な
言
葉
を
聞
い
た
り
、
絵
を
見
た
り
、
手

で
触
れ
た
り
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
良
い

刺
激
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
絵
本
を
通
し

ぜ
ひ
、
絵
本
を
通
し

て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
赤
ち
ゃ
ん
と
分
か

て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
赤
ち
ゃ
ん
と
分
か

ち
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

ち
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
渡
し
す
る
本
は
毎
年
違
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

▼
お
渡
し
す
る
本
は
毎
年
違
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

「
と
っ
と
こ
　

と
っ
と
こ
」（
ま
つ
い
の
り
こ
作
／

「
と
っ
と
こ
　

と
っ
と
こ
」（
ま
つ
い
の
り
こ
作
／

童
心
社
）「
ぶ
ー
ぶ
ー
　

じ
ど
う
し
ゃ
」（
山
本
忠

童
心
社
）「
ぶ
ー
ぶ
ー
　

じ
ど
う
し
ゃ
」（
山
本
忠

敬
作
／
福
音
館
書
店
）
の
２
冊
で
す
。

敬
作
／
福
音
館
書
店
）
の
２
冊
で
す
。

　

な
お
、
下
館
地
区
で
は
、
７
月
の
健
診
ま
で
は

　

な
お
、
下
館
地
区
で
は
、
７
月
の
健
診
ま
で
は

「
い
な
い
い
な
い
ば
あ
」（
松
谷
み
よ
こ
文
・
瀬
川

「
い
な
い
い
な
い
ば
あ
」（
松
谷
み
よ
こ
文
・
瀬
川

康
男
絵
／
童
心
社
）「
あ
そ
び
」（
オ
ク
セ
ン
バ
リ
ー

康
男
絵
／
童
心
社
）「
あ
そ
び
」（
オ
ク
セ
ン
バ
リ
ー

作
／
文
化
出
版
局
）
の
２
冊
に
な
り
ま
す
。

作
／
文
化
出
版
局
）
の
２
冊
に
な
り
ま
す
。

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

〜
赤
ち
ゃ
ん
に

〜
赤
ち
ゃ
ん
に

　
　

心
の
ミ
ル
ク
を
〜

　
　

心
の
ミ
ル
ク
を
〜

イ
ベ
ン
ト
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

◆問い合わせ　中央図書館 TEL24-3530　明野図書館 TEL52-2466

い し たう が も ち ひびき

浦
う ら た

田 拓
た く ま

真 くん
６月９日生（茂田）

加
か と う

藤 駿
しゅんのすけ

之介 くん
６月12日生（玉戸）

佐
さ と う

藤 仁
じんゆう

勇 くん
６月12日生（小林）

桑
くわばら

原 彩
あや

 ちゃん
6月15日生（玉戸）

土
つ ち だ

田 翔
しょうた

太 くん
６月13日生（本城町）

根
ね も と

本 将
しょうへい

平 くん
6月10日生（外塚）

堀
ほ り え

江 悠
ゆ う た

太 くん
６月14日生（伊讃美）

匂
さぎさか

坂 優
ゆうせい

正 くん
６月15日生（一本松）

松
まつもと

本 晴
は る き

希 くん
６月15日生（犬塚）

小
こばやし

林 哲
あきら

 くん
６月16日生（折本）

安
あんどう

藤 やまと くん
６月18日生（花橋）

飯
い い だ

田 光
こうよう

陽 くん
６月15日生（築地）

坂
さかつめ

爪 結
ゆ う な

菜 ちゃん
６月19日生（みどり町）

増
ますぶち

渕 日
は る か

香 ちゃん
６月20日生（稲野辺）

三
み う ら

浦 梓
し お ん

桜 ちゃん
６月20日生（赤浜）

谷
や じ ま

島 寿
ひ さ と

人 くん
６月30日生（蓮沼）

奥
おくむら

村 瑠
る な

奈 ちゃん
６月20日生（幸町）

秋
あきやま

山 優
ゆ う と

人 くん
６月２日生（玉戸）

宇賀持 響  くん
６月３日生（榎生）

石田 真
ま こ

子 ちゃん
６月５日生（舟生）

大
お お き

木 かのん ちゃん
６月７日生（鍋山）

柏
かしわや

谷 遥
は る か

香 ちゃん
６月８日生（榎生）

佐
さ と う

藤 ひのか ちゃん
６月２日生（玉戸）

わが家 ドのアイ ル
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柔
道
競
技

【
女
子
の
部
】
■
優
勝
　

笠
間
中
学
校
（
笠

間
市
）
　

■
準
優
勝
　

神
栖
第
四
中
学
校

（
神
栖
市
）
■
第
３
位
　

総
和
中
学
校
（
古

河
市
）
／
下
館
中
学
校
Ａ
　

■
敢
闘
賞
　

下
館
西
中
学
校
Ａ
／
下
妻
東
部
中
学
校
（
下

妻
市
）
／
三
和
東
中
学
校
（
古
河
市
）
／

下
館
南
中
学
校
Ａ

第
48
回
こ
ど
も
の
日
中
学
校
柔
剣
道
大
会剣

道
競
技

【
男
子
の
部
】
■
優
勝
　

下
館
西
中
学
校
　

■
準
優
勝
　

国
分
寺
中
学
校
（
下
野
市
）
　

■
第
３
位
　

下
館
中
学
校
　

天
羽
中
学
校

（
千
葉
県
富
津
市
）
　

■
敢
闘
賞
　

土
浦
第

五
中
学
校
（
土
浦
市
）
　

小
山
城
南
中
学
校

（
小
山
市
）
　

下
館
南
中
学
校
　

栃
木
南
中

学
校
（
栃
木
市
）

【
女
子
の
部
】
■
優
勝
　

石
橋
中
学
校
（
下

野
市
）
　

■
準
優
勝
　

太
田
中
学
校
（
常
陸

太
田
市
）
　

■
第
３
位
　

岩
井
中
学
校
（
坂

東
市
）
　

若
草
中
学
校
（
大
田
原
市
）

■
敢
闘
賞
　

下
館
西
中
学
校
　

猿
島
中
学

校
（
坂
東
市
）
　

取
手
第
一
中
学
校
（
取
手

市
）
　

国
分
寺
中
学
校
（
下
野
市
）
　

関
城
近
隣
学
童
野
球
大
会

５
月
３
日
・
４
日
　

市
立
下
館
総
合
体
育
館
　

３
月
17
日
・
18
日
　

関
城
富
士
宮
球
場

■
第
３
位
　

関
城
ム
テ
キ
ン
ズ　

新
治
学
童
野
球
選
手
権
大
会

３
月
21
日
・
24
日
・
25
日
　

協
和
の
杜
球
場
ほ
か

■
準
優
勝
　

新
治
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

市
内
学
童
野
球
交
流
大
会

４
月
28
日
・
29
日
　

明
野
球
場
ほ
か

■
優
勝
　

新
治
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

■
準
優
勝  

養
蚕
あ
し
ま
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

■
第
３
位
　

松
原
シ
ル
バ
ー
イ
ー
グ
ル
ス
、

古
里
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

３
月
〜
５
月
　

市
内
各
球
場

県
西
大
会
出
場
チ
ー
ム

■
下
館
地
区
　

下
館
ホ
ワ
イ
ト
イ
ー
グ
ル

ス
、
下
館
太
田
ホ
ー
マ
ー
ズ

■
協
和
地
区
　

新
治
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
、
古
里
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

■
関
城
地
区
　

関
城
東
ク
ラ
ブ
、
関
城
ム

テ
キ
ン
ズ

■
明
野
地
区
　

松
原
シ
ル
バ
ー
イ
ー
グ
ル

ス
、
大
村
シ
ャ
フ
タ
ー
メ
ッ
ツ

第
１
回
春
季
野
球
大
会

４
月
15
日
・
22
日
　

下
館
市
民
球
場
ほ
か

■
優
勝
　

関
彰
商
事

■
準
優
勝
　

下
館
キ
ャ
ッ
ツ

■
第
３
位
　

ホ
ー
プ
川
島
、
ル
ー
キ
ー
ズ優勝した関彰商事チーム

優勝した新治野球スポーツ少年団チーム

市長に優勝報告をした下館西中剣道部員のみなさん

市長に優勝報告をした下館西中柔道部のみなさん

SPORTS
市民スポーツの広場

【
男
子
の
部
】
■
優
勝
　

下
館
西
中
学
校
Ａ

■
準
優
勝
　

総
和
中
学
校
（
古
河
市
）
　

■

第
３
位
　

関
城
中
学
校
Ａ
／
下
妻
中
学
校

（
下
妻
市
）
　

■
敢
闘
賞
　

境
第
二
中
学
校

（
境
町
）
／
古
河
第
二
中
学
校
（
古
河
市
）

／
岩
井
中
学
校
（
坂
東
市
）
／
下
館
南
中

学
校
Ａ

全
日
本
学
童
野
球
県
西
大
会
予
選



を
お
ろ
そ
か
に
す
る
者
に
大
事
が
果
た
せ

る
わ
け
が
な
い
と
教
え
ま
し
た
。

【
一
円
融
合
】
世
の
中
に
は
善
悪
・
強
弱
・

明
暗
・
貧
富
・
苦
楽
な
ど
、
対
立
・
相
反

す
る
こ
と
が
多
い
。「
ど
ん
な
人
間
に
も

ど
こ
か
に
良
さ
が
あ
る
。
ど
ん
な
に
反
対

す
る
者
で
も
排
除
せ
ず
、
人
間
の
想
像
力

を
融
合
さ
せ
る
と
こ
に
よ
っ
て
永
安
の
道

が
実
現
で
き
る
」と
尊
徳
は
教
え
ま
し
た
。

【
至
誠
】
至
誠
と
は
真
心
で
、「
我
が
道
は

至
誠
と
実
行
の
み
」（
夜
話
１
３
９
）
と

い
う
言
葉
の
通
り
、
尊
徳
の
仕
法
や
思
想

全
て
に
貫
い
て
い
る
精
神
。
尊
徳
の
教
え

の
全
て
の
土
台
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
勤
労
・
分
度
・
推
譲
】
人
は
働
く
こ
と

で
生
活
の
糧
が
生
ま
れ
ま
す
。
自
分
の
徳

を
生
か
し
て
働
き
、
知
恵
を
磨
き
、
自
己

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。ま
た
、

収
入
・
能
力
・
資
源
な
ど
は
限
度
が
あ
り

ま
す
。
尊
徳
は
、
自
分
の
置
か
れ
た
状
況

や
立
場
に
ふ
さ
わ
し
い
生
活
を
送
る
こ
と

が
大
切
だ
と
、
収
入
に
応
じ
た
一
定
の
基

準
（
分
度
）
を
設
定
し
、
そ
の
範
囲
内
で

生
活
す
る
必
要
性
を
説
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
分
度
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
余
力
、
お

金
を
、
家
族
や
子
孫
の
た
め
に
蓄
え
た
り

第
13
回
全
国
報
徳
サ
ミ
ッ
ト
筑
西
市
大
会

10
月
20
日
（
土
）

報徳仕法
我が道は至誠と実行のみ

　

二
宮
尊
徳
は
、
父
の
学
問
の
影
響
も
あ

り
、大
変
読
書
を
好
み
ま
し
た
。
し
か
し
、

正
規
の
教
育
を
受
け
た
わ
け
で
は
な
く
、

天
地
自
然
や
日
常
生
活
の
中
か
ら
真
理
を

学
び
、独
創
的
な
思
想
を
形
成
し
ま
し
た
。

「
現
代
に
通
じ
る
尊
徳
の
教
え
」
の
主
な

も
の
を
紹
介
し
ま
す
。
　

【
文
・
上
金
蔵
】

【
報
徳
】
尊
徳
は
、
人
が
持
っ
て
い
る
長

所
・
美
点
・
持
ち
味
・
能
力
な
ど
の
徳
と

と
も
に
、
鳥
獣
虫
魚
・
山
川
草
木
・
火
水

風
月
に
も
固
有
の
徳
が
あ
る
と
考
え
ま
し

た
。
私
た
ち
は
徳
の
お
か
げ
で
生
き
て
い

ま
す
か
ら
、
徳
に
報
い
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
徳
を
引
き
出
し
、

社
会
の
た
め
に
役
立
て
る
こ
と
が
「
徳
を

持
っ
て
徳
に
報
い
る
」こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
天
道
と
人
道
】
天
道
は
自
然
の
道
で
あ

り
、
作
物
も
雑
草
も
同
じ
よ
う
に
育
ち
ま

す
が
、
人
道
は
人
間
の
生
き
る
た
め
の
道

で
あ
り
、
そ
の
も
の
の
良
さ
や
と
り
え
を

生
か
し
て
、
役
立
つ
も
の
を
育
て
る
努
力

が
必
要
で
す
。
自
然
破
壊
が
進
ん
で
い
る

現
在
、
自
然
の
徳
を
受
け
る
の
と
同
じ
よ

う
に
、
自
然
の
保
護
・
保
全
と
い
う
人
道

を
尽
く
す
（
報
い
る
）
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
道
徳
経
済
一
元
論
】
尊
徳
は
、
道
徳
と

経
済
が
調
和
し
、
融
合
し
た
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
実
践
し
ま
し
た
。
尊
徳
は
、

再
建
・
復
興
計
画
書
を（
仕
法
書
）の
中
で
、

数
値
を
使
っ
て
計
画
・
手
段
を
示
し
な
が

ら
、
そ
れ
を
実
行
し
て
い
く
の
に
必
要
な

心
構
え
な
ど
を
必
ず
説
い
て
い
ま
す
。

【
積
小
為
大
】
小
さ
な
努
力
を
こ
つ
こ
つ

と
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、
い
ず
れ
は

大
き
な
収
穫
を
得
、
発
展
に
結
び
つ
く
と

い
う
教
え
で
す
。
多
く
の
人
は
小
さ
な
こ

と
を
嫌
い
、大
き
な
こ
と
を
望
む
け
れ
ど
、

大
事
は
小
事
の
積
み
重
ね
で
あ
り
、
小
事

二
宮
尊
徳
学
習
会
の
お
知
ら
せ

現
代
に
通
ず
る
「
報
徳
」
と
呼
ば
れ
る
思
想

現
代
に
通
ず
る
「
報
徳
」
と
呼
ば
れ
る
思
想

①
６
月
13
日
（
水
）
午
前
10
時
〜

　

川
島
公
民
館
　

講
師
＝
小
石
川
功
氏

②
６
月
20
日
（
水
）
午
前
10
時
〜

　

伊
讃
公
民
館
　

講
師
＝
小
石
川
功
氏

③
６
月
22
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

　

竹
島
公
民
館
　

講
師
＝
宮
本
朔
夫
氏

▼
テ
ー
マ
＝
『
筑
西
市
に
お
け
る
尊
徳

の
仕
法
』
　

▼
募
集
＝
１
０
０
人
程
度

▼
費
用
＝
無
料
　

▼
申
込
不
要

※
二
宮
尊
徳
学
習
会
は
、
今
後
も
各
公
民
館
で
開

催
す
る
予
定
で
す
。
詳
細
は
随
時
、
広
報
紙
や
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　

教
育
委
員
会
文
化
課

　

TEL
22

－

０
１
８
３

（
自
譲
）、
他
人
や
社
会
に
譲
っ
た
り
（
他

譲
）
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
幸
福
な
社
会
が

も
た
ら
さ
れ
る
と
、「
譲
の
道
は
、
人
生

の
最
高
道
徳
で
あ
る
」
と
教
え
ま
し
た
。

　

二
宮
尊
徳
は
、
以
上
の
よ
う
な
基
本
理

念
で
、
下
館
藩
の
財
政
再
建
と
筑
西
地
方

の
村
々
の
復
興
を
成
し
遂
げ
、
多
く
の
恩

恵
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▼

「
二
宮
尊
徳
廻
村
の
像
」
下
館
小
学
校
所
蔵



まちのわだい
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稲葉 寛さん（中上野）

■このコーナーを担当したのは、

初
夏
の
風
に
乗
っ
て
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
出
か
け
よ
う

　

サ
イ
ク
リ
ス
ト
（
自
転
車
を
愛
好
す
る
人
）
に
は
、

ス
ピ
ー
ド
タ
イ
プ
と
ノ
ン
ビ
リ
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

　

ス
ピ
ー
ド
タ
イ
プ
は
、
極
限
ま
で
軽
量
化
し
た
ス

ポ
ー
ツ
車
で
速
度
と
距
離
を
求
め
る
人
た
ち
。
一
日

の
走
行
距
離
２
０
０
㎞
、
最
高
速
度
60
㎞
／
h
と

い
う
猛
者
も
珍
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ノ
ン
ビ
リ
タ

イ
プ
は
、
周
り
の
景
色
を
堪
能
し
な
が
ら
ハ
イ
キ
ン

グ
気
分
の
家
族
連
れ
。
マ
マ
チ
ャ
リ
の
買
い
物
カ
ゴ

に
お
に
ぎ
り
を
詰
め
込
ん
で
、
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が

ら
ゆ
っ
た
り
走
る
。
こ
れ
も
立
派
な
サ
イ
ク
リ
ス
ト

で
す
。
こ
の
両
タ
イ
プ
と
も
そ
れ
ぞ
れ
に
楽
し
め
る

サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
が
二
本
、
筑
西
市
に
あ
る
の

を
ご
存
知
で
す
か
。

小
貝
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス

小
貝
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス

　

小
貝
川
は
、
延
長
１
１
２
㎞
の
う
ち
中
流
域
約
25

㎞
が
筑
西
市
の
ほ
ぼ
中
央
部
を
南
北
に
縦
断
す
る
形

で
流
れ
、
小
栗
橋
か
ら
小
貝
大
橋
ま
で
15
本
の
橋
が

架
か
っ
て
い
ま
す
。
堤
防
は
、
特
定
の
場
所
を
除
い

て
ほ
ぼ
完
璧
に
整
備
さ
れ
、
路
面
は
き
れ
い
に
舗
装

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
勧
め
の
コ
ー
ス
は
、
養
蚕
橋
付
近
の
左
岸
を
ス

タ
ー
ト
し
、
母
子
島
遊
水
地
を
右
手
に
見
て
黒
子
橋

の
下
を
く
ぐ
り
、
小
貝
大
橋
で
U
タ
ー
ン
し
て
右
岸

に
出
、
黒
子
橋
で
左
岸
に
戻
っ
て
ス
タ
ー
ト
地
点
に

帰
る
約
20
㎞
の
コ
ー
ス
。
た
ま
に
車
が
通
る
の
で
後

方
確
認
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、
練
習
用
と
し
て
は
最

適
で
す
。た
だ
し
、ト
イ
レ
な
ど
の
休
憩
施
設
は
ま
っ

た
く
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
要
注
意
。
目
に
入
る
景
色
は

筑
波
山
と
広
大
な
田
圃
の
み
と
い
う
の
も
、
ぺ
ダ
リ

ン
グ
に
集
中
で
き
て
か
え
っ
て
楽
し
い
も
の
で
す
。

五
行
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

五
行
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

　

市
街
地
を
流
れ
る
五
行
川
は
小
貝
川
の
支
流
で
、

勤
行
川
と
も
い
い
ま
す
が
、
公
式
に
は
五
行
川
の

よ
う
で
す
。
昭
和
61
年
８
月
の
台
風
10
号
に
よ
る
出

水
で
大
き
な
被
害
を
出
し
ま
し
た
が
、
そ
の
直
後
か

ら
改
修
を
は
じ
め
、
県
・
市
一
体
と
な
っ
た
水
際
線

地
域
計
画
と
し
て
、『
ま
ち
と
水
辺
の
触
れ
合
い
』

を
テ
ー
マ
に
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
平
成
４
年
か

ら
市
の
管
理
に
な
り
、
左
岸
の
堤
防
は
筑
西
市
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
と
し
て
、
市
民
の
憩
い
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

仙
在
橋
か
ら
県
境
の
桂
橋
ま
で
６
㎞
に
も
満
た
な

い
短
い
コ
ー
ス
で
す
が
、
水
辺
公
園
に
は
季
節
の

花
々
が
咲
き
、
桜
堤
の
桜
、
右
岸
の
ア
ジ
サ
イ
は
な

か
な
か
の
も
の
。
中
館
観
音
や
桂
橋
の
た
も
と
の
サ

ム
ラ
イ
刀
剣
博
物
館
な
ど
見
所
も
あ
り
、
ノ
ン
ビ
リ

派
に
は
格
好
の
コ
ー
ス
で
す
。
た
だ
し
、
桜
堤
近
辺

は
歩
行
者
も
多
い
の
で
、
堤
防
下
の
一
般
道
を
走
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
い
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
初
夏
の
陽
光
を
体
中
に
浴
び
て
心
地
よ
い
汗
を
流
せ
ば
、
ダ

イ
エ
ッ
ト
に
も
効
果
大
。
重
い
体
は
車
体
が
支
え
て
く
れ
る
の
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
よ
り
足
腰
へ
の
負
担
が
少

な
く
、
お
年
寄
り
に
も
適
し
た
手
軽
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
市
内
に
は
、
豊
か
な
自
然
を
満
喫
で
き
る
サ
イ
ク
リ

ン
グ
コ
ー
ス
が
堤
防
に
沿
っ
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。み
な
さ
ん
も
自
転
車
に
乗
っ
て
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

ス
ピ
ー
ド
派
も
ノ
ン
ビ
リ
派
も
ど
う
ぞ

▲春は満開の桜が楽しめます。（五行川サイクリングロード）



　

農
業
者
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
年

１
回
現
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

５
月
末
に
年
金
基
金
よ
り
該
当
者
に
直
接
郵

送
さ
れ
ま
す
の
で
、
６
月
末
ま
で
に
農
業
委

員
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
左
記
の
日
程

で
、
本
庁
舎
・
各
支
所
で
も
受
付
ま
す
。

場　所

スピカ分庁舎４階

　農業委員会

本庁舎ロビー

関城支所ロビー

明野支所ロビー

協和支所ロビー

時　間

午前8時30分
～

午後5時15分

午前9時
～

午後４時

午前9時
～

午後４時

午前9時
～

午後４時

午前9時
～

午後４時

日　時

６月１日（金）
　　　～　
　２９日（金）

６月1日（金）

６月４日（月）

６月5日（火）

６月6日（水）

■
問
い
合
わ
せ

　

農
業
委
員
会
（
ス
ピ
カ
分
庁
舎
４
階
）

　

TEL
　

20
　

１
１
６
７

　

漂
流
物
拾
得
の
届
出
が
常
総
市
に
あ
り
ま

し
た
。
心
当
た
り
の
人
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
種
類
＝
川
舟
　

▼
届
出
年
月
日
＝
４
月
25

日
（
平
成
18
年
12
月
頃
発
見
）
　

▼
発
見
場

所
＝
常
総
市
十
花
町
地
内
　

小
貝
川
岸
側
、

福
岡
堰
付
近
　

▼
形
状
＝
長
さ
５
m

　

幅
１

m

　

▼
特
徴
＝
木
製
　

■
問
い
合
わ
せ

　

筑
西
市
消
防
防
災
課
　

内
線
３
６
９

　

小
型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
を
、
換
気
扇
を
回

さ
ず
使
用
し
て
い
た
た
め
、
死
亡
す
る
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
小
型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸

器
を
使
用
す
る
と
き
は
、
必
ず
換
気
扇
を
回

し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
　

茨
城
県
総
務
部
市
町
村
課

　

TEL
　 

０
２
９
　

３
０
１
　

２
４
６
７

　

薄
緑
色
の
制
服
着
用
で
腕
章
、
写
真
入
り

調
査
員
証
を
つ
け
た
調
査
員
が
う
か
が
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
６
月
の
調
査
＝
舟
生
、
船
玉
、
関
本
（
分

中
、
肥
土
、
上
、
上
中
、
中
、
下
）、
上
野

▼
訪
問
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
問
い
合
わ
せ
　

　

財
団
法
人
関
東
電
気
保
安
協
会

　

下
館
事
業
所
　

TEL
　

22
　

５
５
２
５

▼
日
時
＝
６
月
５
日
（
火
）
午
前
９
時
〜

▼
場
所
＝
ア
ル
テ
リ
オ
前
ま
ち
か
ど
広
場

▼
品
名
＝
味
噌
・
ひ
し
お
・
花
・
手
作
り
小

物
・
不
要
品
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
　

　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
交
流
支
援
グ
ル
ー
プ

　

TEL
　

23
　

１
６
１
６

　

筑
西
市
地
域
女
性
団
体
連
絡
会
が
、
親
子

で
学
び
、
楽
し
く
遊
べ
る
子
育
て
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
１
歳
〜
６
歳
の
幼
児
と
保
護
者

【
会
場
＝
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
】

▼
日
時
＝
６
月
19
日
（
火
）
午
前
10
時
〜
午

後
２
時
　

▼
内
容
＝
食
育
《
親
子
で
作
ろ
う

お
い
し
い
手
料
理
》
　

▼
募
集
人
数
＝
30
組

程
度
　

▼
申
込
期
限
＝
６
月
12
日
（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
　

　

市
地
域
女
性
団
体
連
絡
会
・
下
館
支
部

　

関
根
　

TEL
　

22
　

５
９
４
８

【
会
場
＝
関
本
公
民
館
】
▼
日
時
＝
６
月
16

日
（
土
）
午
前
10
時
〜
正
午
　

▼
内
容
＝
親

子
で
遊
ぼ
う
《
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
》
　

▼
募
集
人
数
＝
20
組
　

▼
申
込
期
限

＝
６
月
９
日
（
土
）

■
問
い
合
わ
せ
　

　

市
地
域
女
性
団
体
連
絡
会
・
関
城
支
部

　

大
畑
　

TEL
　

37
　

４
８
５
２

【
会
場
＝
あ
け
の
元
気
館
】
▼
日
時
＝
６
月

19
日
（
火
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
▼
内
容

＝
食
育
を
考
え
る
Ⅱ
《
調
理
実
習
》
▼
募
集
人

数
＝
20
組
　

▼
申
込
期
限
＝
６
月
12
日
（
火
）

農
業
者
年
金
の
現
況
届

小
型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
を
使
用
の

み
な
さ
ま
へ

漂
流
物
の
拾
得

日
用
品
即
売
会
・
筑
西
市

生
活
学
校

親
子
で
学
び
、
楽
し
く
遊
ぶ
子
育

て
支
援
イ
ベ
ン
ト

みんなで防ごう土砂災害

土砂災害防止月間
６月１日～ 30日

がけ崩れ防災週間
６月１日～ 7日

　土砂災害を防ぎ安心して住むためには
対策工事だけでなく『自分の身は自分で
守る』という意識をしっかりと持ち、大
雨の時の注意・早めの避難をすることが
大切です。
■問い合わせ
　　県河川課 ＴＥＬ029-301-4495

電
気
設
備
の
安
全
調
査

平成19年春の叙勲・褒章が発表されました。

筑西市からは、叙勲に瑞宝双光章が１人、

瑞宝単光章が１人、褒章では黄綬褒章に１人が

選ばれました。受章したみなさんを紹介します。

明野公民館周辺の清掃活動
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■
問
い
合
わ
せ
　

　

市
地
域
女
性
団
体
連
絡
会
・
明
野
支
部

　

広
瀬
　

TEL
　

52
　

３
８
０
２

　

明
野
公
民
館
　

TEL
　

52
　

５
３
３
３

【
会
場
＝
協
和
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
】

▼
日
時
＝
６
月
21
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
午
後

２
時
　

▼
内
容
＝
食
育
講
座
Ⅰ
　

▼
募
集
人
数

＝
30
組
　

▼
申
込
期
限
＝
６
月
14
日
（
木
）

■
問
い
合
わ
せ
　

　

市
地
域
女
性
団
体
連
絡
会
・
協
和
支
部

　

中
島
　

TEL
　

57
　

６
６
５
７

▼
日
時
＝
６
月
９
日
（
土
）
午
後
２
時
〜
　

▼
場
所
＝
関
本
公
民
館
・
図
書
室
　

▼
対
象

者
＝
幼
児
・
児
童
お
よ
び
保
護
者
　

▼
内
容

＝
絵
本
『
お
月
さ
ま
っ
て
ど
ん
な
あ
じ
？
』

『
お
べ
ん
と
う
な
あ
に
』、紙
芝
居『
は
な
い
っ

ぱ
い
に
な
あ
れ
』『
う
ら
し
ま
た
ろ
う
』

■
問
い
合
わ
せ
　
　

夢
く
ら
ぶ
　

　

小
川
　

TEL
　

37
　

３
５
５
６

▼
日
時
＝
６
月
16
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分
　

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館
・
和

室
　

▼
対
象
者
＝
幼
児
・
児
童
お
よ
び
保
護

者 

▼
内
容
＝
絵
本
朗
読
『
ク
ー
ク
ー
と
お

お
き
な
お
と
も
だ
ち
』『
空
と
ぶ
ラ
イ
オ
ン
』、

紙
芝
居
『
そ
れ
い
け
ア
ン
パ
ン
マ
ン
』、
歌

な
ど

■
問
い
合
わ
せ
　
　

　

読
み
聞
か
せ
の
会
・
て
る
て
姫

　

飯
山
　

TEL
　

57
　

６
７
８
２

▼
日
時
＝
６
月
28
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分
　

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館
・
和

室
　

▼
対
象
者
＝
幼
児
・
児
童
お
よ
び
保
護

者
　

▼
内
容
＝
絵
本
『
く
ま
さ
ん
　

く
ま
さ

ん
　

な
に
み
て
る
の
』、
紙
芝
居
『
カ
ッ
コ

ウ
の
フ
ル
ー
ト
』、
手
あ
そ
び
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
　
　

協
和
お
は
な
し
会

　

岩
渕
　

TEL
　

57
　

４
４
９
８

▼
日
時
＝
６
月
２
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

▼
場
所
＝
中
央
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

▼
内
容
＝
絵
本『
き
い
ろ
い
の
は
ち
ょ
う
ち
ょ
』、

紙
芝
居
『
お
お
き
な
ぼ
う
し
』、
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ
　
　

野
ば
ら
の
会
　

　

小
薬  

TEL
　

22
　

４
３
６
９

▼
日
時
＝
６
月
14
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分

〜
　

▼
場
所
＝
た
か
の
す
公
園（
雨
天
時
は
、

い
ず
み
保
育
園
・
な
か
よ
し
る
ー
む
）
　

▼

対
象
＝
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者
　

▼
内
容

＝
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、リ
ズ
ム
体
操
、ゲ
ー

ム
、
ほ
か
　

■
問
い
合
わ
せ
　
　

未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　

　

栗
原
　

TEL 

24
　

８
０
７
０

▼
日
時
＝
６
月
９
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午

後
２
時
　

▼
会
場
＝
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
　

▼
テ
ー
マ
＝
み
ん
な
で
元
気
に
遊

ぼ
う
　

▼
内
容
＝
Ｂ
ｕ
ｎ
ち
ゃ
ん
で
Ｓ
Ｈ
Ｏ

Ｗ
＆
リ
ズ
ム
遊
び
、
ほ
か
／
模
擬
店
や
体
験

コ
ー
ナ
ー
　

▼
対
象
者
＝
幼
児
　

※
申
込
者

に
は
模
擬
店
参
加
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
　

未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　

　

栗
原
　

TEL 

24
　

８
０
７
０

 

　

ゴ
ロ
ニ
ャ
ン
と
握
手
が
で
き
る
よ
、
カ
メ

ラ
を
持
っ
て
き
て
ね
。

▼
日
時
＝
６
月
24
日
（
日
）
①
午
前
11
時
〜

②
午
後
１
時
〜
　

③
午
後
２
時
30
分
〜
（
約

40
分
）
　

▼
場
所
＝
茨
城
県
県
西
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
　

▼
内
容
＝
歌
や
ダ
ン
ス
を
楽
し

み
な
が
ら
、
原
子
力
発
電
所
で
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
を
燃
料
と
し
て
使
う
プ
ル
サ
ー
マ
ル
に
つ

い
て
、
や
さ
し
く
簡
単
に
学
ぼ
う
。
▼
入
場

＝
無
料
　

■
問
い
合
わ
せ
　

（
社
）茨
城
原
子
力
協
議
会

　

TEL
　

０
２
９
　

２
８
２
　

３
１
１
１

▼
日
時
＝
６
月
24
日
（
日
）
開
場
…
午
後
１
時

開
演
…
午
後
１
時
30
分
　

▼
場
所
＝
結
城
市
民

文
化
セ
ン
タ
ー
ア
ク
ロ
ス
　

▼
出
演
＝
県
立
下

館
第
二
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
員
・
Ｏ
Ｂ
　

▼
入

場
＝
無
料

■
問
い
合
わ
せ
　

　

下
館
二
高
　

高
橋
　

TEL
　

22
　

５
３
６
１

　　

『
ひ
ま
わ
り
会
と
地
域
の
集
い
』

　

演
芸
を
通
じ
て
、
地
域
交
流
を
図
る
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

▼
日
時
＝
６
月
３
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分

〜
　

▼
会
場
＝
市
民
会
館
　

▼
主
催
＝
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ひ
ま
わ
り
会
　

▼
後
援
＝
市
社

会
福
祉
協
議
会
、
同
川
島
支
部
　

※
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
の
収
益
金
は
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

全
て
寄
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
　

ひ
ま
わ
り
会
代
表
　

　

鈴
木
　

TEL
　

28
　

８
３
２
３

▼
日
時
＝
６
月
10
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
15
分
　

▼
会
場
＝
県
西
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
　

０
０
０
円
　

▼

講
師
＝
（
社
）
倫
理
研
究
所
　

鳥
越
等
研
究

員
　

▼
主
催
＝
（
社
）
倫
理
研
究
所
家
庭
倫

理
の
会
茨
城
西
　

■
問
い
合
わ
せ
　

　

八
木
　

TEL
　

22
　

６
５
７
５

　

江
田
　

TEL
　

28
　

６
０
０
１

　

杉
山
　

TEL
　

32
　

８
１
５
７

　

佐
藤
　

TEL
　

28
　

３
８
２
１

　

大
平  

TEL
　 

０
２
８
５
　

８
４
　

１
５
７
２

▼
日
時
＝
５
月
27
日
（
日
）
〜
31
日
（
木
）

午
前
9
時
〜
午
後
５
時
　

※
28
日
（
月
）
は

休
館
　

31
日
は
午
後
３
時
ま
で
　

▼
会
場
＝

協
和
公
民
館
ロ
ビ
ー
　

■
問
い
合
わ
せ
　

　

日
本
盆
栽
協
会
筑
西
支
部
長

　

粟
野
　

TEL
　

25
　

４
５
５
８

読
み
が
た
り

読
み
聞
か
せ
（
関
本
公
民
館
）

読
み
聞
か
せ
（
協
和
公
民
館
）

協
和
お
は
な
し
会（
協
和
公
民
館
）

あ
お
ぞ
ら
ほ
い
く

下
館
二
高
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

が
ん
ば
れ
！
ゴ
ロ
ニ
ャ
ン
『
ダ
ー

ク
マ
シ
ン
と
森
の
発
電
所
』

キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
タ
開
催

家
庭
を
よ
く
す
る
講
演
会
の
開
催

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
芸
能
大
会

さ
つ
き
展
示
会
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▼
日
時
＝
６
月
１
日
（
金
）
〜
10
日
（
日
）

▼
会
場
＝
明
野
公
民
館
ロ
ビ
ー
　

▼
内
容
＝

会
員
に
よ
る
さ
つ
き
展
示
約
５
０
点
　

▼
明

野
さ
つ
き
会

■
問
い
合
わ
せ
　

　

明
野
公
民
館
　

TEL
　

52
　

５
３
３
３

▼
日
時
・
テ
ー
マ
＝
７
月
４
日（
水
）…
モ
シ
・

モ
〜
シ
…
　

７
月
11
日
（
水
）
…
祭
り
だ
　

ワ
ッ
シ
ョ
イ
！　

７
月
18
日
（
水
）
…
祭

り
だ
　

ワ
ッ
シ
ョ
イ
！　

▼
時
間
＝
午
前

９
時
30
分
〜
11
時
30
分
　

▼
募
集
人
数
＝
先

着
各
30
組
　

▼
費
用
＝
無
料
　

▼
申
し
込
み

＝
６
月
14
日
（
木
）
午
前
９
時
か
ら
電
話
ま

た
は
直
接
、
左
記
ま
で
。
＊
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
を
利
用
で
き
る
の
は
、
市
内
在
住
の

０
歳
〜
６
歳
ま
で
の
未
就
園
の
子
ど
も
と
保

護
者
で
す
。
※
初
め
て
の
人
は
、
利
用
の
手

続
き
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
は
印

鑑
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ 

・
申
し
込
み

　

下
館
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

TEL
　

25
　

３
１
４
１

　

＝
協
和
公
民
館
フ
ァ
ミ
リ
ー
教
室
＝

▼
日
時
＝
６
月
30
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
正

午
　

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館
１
階
総
合
ホ
ー

ル
　

▼
内
容
＝
本
物
の
笹
を
使
っ
て
作
り
ま

す
。　

▼
対
象
者
＝
年
少
か
ら
小
学
２
年
生

と
そ
の
保
護
者
　

▼
募
集
人
員
＝
先
着
20
組

▼
持
参
物
＝
折
り
紙
、
は
さ
み
、
の
り
　

▼

申
込
期
限
＝
６
月
22
日
（
金
）
　

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
　

協
和
公
民
館

　

TEL
　

57
　

２
５
１
１
　

内
線
３
３
３

▼
対
象
者
＝
市
内
の
小
・
中
学
生
　

▼
お
け

い
こ
＝
毎
月
２
回
開
催
、
８
月
24
日
（
金
）

午
後
６
時
30
分
よ
り
開
講
式
　

▼
舞
台
…
茨

城
県
芸
術
祭
能
楽
大
会
参
加
（
10
月
）、
明

野
薪
能
参
加
（
平
成
20
年
４
月
）
　

▼
稽
古

内
容
＝
謡
、
狂
言
、
小
舞
な
ど
　

▼
会
費
＝

月
１

０
０
０
円
（
衣
装
代
・
保
険
代
な
ど
）

▼
募
集
人
員
＝
20
人
程
度
　

▼
主
催
＝
青
少

年
の
た
め
の
能
・
狂
言
普
及
研
究
会

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

明
野
公
民
館
　

TEL
　

52
　

５
３
３
３

　

県
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

を
め
ざ
し
、
団
体
相
互
の
連
携
や
幅
広
い
分

野
へ
の
取
り
組
み
な
ど
に
よ
り
、
他
の
地
域

や
団
体
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な
特
色
あ
る

活
動
を
行
う
地
域
活
動
団
体
等
に
対
す
る
新

た
な
助
成
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

▼
助
成
額
＝
１
団
体
あ
た
り
10
万
円
以
内
　

▼
助
成
団
体
数
＝
30
団
体
　

▼
申
込
期
限
＝

６
月
22
日
（
金
）
　

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

大
好
き
い
ば
ら
き
県
民
会
議

　

TEL
　

０
２
９
　

２
２
４
　

８
１
２
０

▼
対
象
者
＝
筑
西
市
・
桜
川
市
の
小
学
３
年
〜

６
年
生
　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
　

▼
開
催

日
時
＝
６
月
17
日
（
日
）
予
備
日
24
日
、
加
波

山
登
山
／
８
月
18
日
（
土
）
〜
19
日
（
日
）
キ
ャ

ン
プ
（
栃
木
県
民
の
森
）
／
９
月
９
日
（
日
）

０
０
０
個
ド
ミ
ノ
倒
し
（
市
内
体
育
館

予
定
）
　

▼
参
加
費
＝

０
０
０
円
（
全
３
回
）

■
問
い
合
わ
せ
　
　

下
館
青
年
会
議
所

　

未
来
の
ち
か
ら
育
成
委
員
　

片
平

　

TEL
　 

０
９
０
　

８
６
８
４
　

２
５
８
４

▼
種
目
＝
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
男
女
）
　

▼

採
用
月
＝
７
月
・
８
月
要
員
（
た
だ
し
、
女

子
は
８
月
海
上
要
員
）
　

▼
応
募
資
格
＝
18

歳
以
上
27
歳
未
満
の
人
　

▼
試
験
日
時
＝
６

月
16
日（
土
）土
浦
駐
屯
地
／
７
月
６
日（
金
）

勝
田
駐
屯
地
　

▼
受
付
期
間
＝
試
験
期
日
の

３
日
前
ま
で
　

▼
試
験
＝
筆
記
試
験
（
国
語
・

数
学
・
社
会
・
作
文
）、
身
体
検
査
、
口
述
試

験
、
適
性
検
査
　

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

自
衛
隊
筑
西
地
域
事
務
所

　

TEL
　

22
　

７
２
３
９

　

http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/ibaraki

▼
職
種
＝
看
護
師
（
正
看
）
　

▼
採
用
人
員
＝

１
人
　

▼
時
給
＝
９
５
０
円
　

▼
勤
務
形
態

＝
週
５
日
　

▼
勤
務
時
間
＝
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
　

▼
申
し
込
み
＝
履
歴
書

を
持
参
し
６
月
８
日
（
金
）
ま
で
に
左
記
へ
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
明
野
支
所

　

（
新
井
新
田
41
　

２
　

明
野
い
き
が
い
セ

　

ン
タ
ー
）
　

TEL
　

52
　

１
３
８
１

　

長
谷
観
音
、
御
霊
神
社
、
成
就
院
、
極
楽

寺
な
ど
を
、
あ
じ
さ
い
を
観
賞
し
な
が
ら
散

策
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
６
月
17
日
（
日
）
鎌
倉
駅
午
前
10

時
集
合
（
下
館
７
時
２
分
発
小
山
行
き
が
便

利
）
　

▼
参
加
費
＝
一
般
５
０
０
円
（
交
通

費
な
ど
は
自
己
負
担
）
　

▼
持
参
物
＝
雨
具
、

飲
み
物
、
弁
当
　

▼
申
込
期
限
＝
６
月
16
日

（
土
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

市
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
連
合
会
関
城
ウ

　

オ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
会
長
　

鳥
生
厚
夫

　

TEL
・
FAX
　

20
　

３
３
８
６

▼
受
験
願
書
の
配
布
（
郵
送
希
望
可
）
＝
筑

西
保
健
所
衛
生
課
　

▼
願
書
受
付
＝
７
月
19

日
（
木
）・
20
日
（
金
）
午
前
9
時
〜
正
午
、

午
後
０
時
45
分
〜
４
時
30
分
　

▼
受
付
場
所

＝
筑
西
保
健
所
（
郵
送
不
可
）
　

▼
試
験
日

＝
８
月
29
日
（
水
）
　

▼
合
格
発
表
＝
９
月
７

明
野
さ
つ
き
展
示
会

＝
下
館
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ

７
月
企
画
あ
そ
び
参
加
者
募
集

『
七
夕
笹
か
ざ
り
を
作
ろ
う
』
参

加
者
募
集

『
能
・
狂
言
』
会
員
募
集

自
衛
官
募
集

鎌
倉
史
跡
・
あ
じ
さ
い
こ
み
ち
散

策
参
加
者
募
集

社
会
福
祉
協
議
会
明
野
支
所
ア
ル

バ
イ
ト
募
集

調
理
師
試
験

『
未
来
塾
』
参
加
者
募
集

ご
近
所
の
底
力
活
性
化
推
進
事
業
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Information
日
（
金
）
　

■
問
い
合
わ
せ

　

筑
西
保
健
所
衛
生
課

　

TEL
　

24
　

３
９
１
１

▼
日
時
＝
６
月
５
日
（
火
）
午
前
９
時
30
分

〜
午
前
11
時
30
分
　

▼
場
所
＝
市
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
小
林
３
５
５
　

TEL
　

22
　

５
１
９
１
）
　

▼
持
参
品
＝
身
体
障
害
者
手

帳
、
印
鑑
　

※
当
日
、
交
付
を
希
望
す
る
人

は
事
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
　

■
問
い
合
わ
せ

　

障
害
福
祉
課
　

内
線
２
２
６

●
相
談
日
＝
６
月
８
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
　

▼
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
関
東

つ
く
ば
銀
行
下
館
支
店
　

TEL
　

24
　

５
５
５
５

●
相
談
日
＝
６
月
21
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
　

▼
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
常
陽

銀
行
下
館
支
店
　

TEL
　

22
　

３
１
３
１
　

※
常

陽
銀
行
顧
問
の
社
会
保
険
労
務
士
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

▼
日
時
＝
６
月
22
日
（
金
）
午
前
10
時
〜
正

午
　

▼
場
所
＝
協
和
総
合
セ
ン
タ
ー
　

▼
定

員
＝
先
着
５
人
　

▼
相
談
員
＝
弁
護
士
　

▼

費
用
＝
無
料
　

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
人
　

▼
申
し
込
み
＝
６
月
15
日
（
金
）
午
前
９
時

よ
り
電
話
に
て
予
約
受
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

市
社
会
福
祉
協
議
会

　

TEL
　

22
　

５
１
９
１

▼
人
権
・
行
政
・
法
律
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
費
用
無
料
　

▼
対
象
者
＝
市
内
在
住
の
人

　

Ｄ
Ｖ
、
夫
婦
関
係
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
、
女

性
が
抱
え
る
問
題
を
一
緒
に
考
え
、
問
題
解

決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
６
月
５
日
（
火
）、
19
日
（
火
）

午
前
９
時
30
分
〜
正
午
、
６
月
12
日
（
火
）、

26
日
（
火
） 

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
　

▼

場
所
＝
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
２
階

相
談
室
　

▼
相
談
員
＝
女
性
の
相
談
員
が
応

じ
ま
す
。
▼
申
し
込
み
＝
随
時
受
付
、
左
記

へ
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
▼
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
《
費
用
無
料
》
▼
土
・
日
・
祝
受
付
可
。

（
月
曜
休
館
）

■
問
い
合
わ
せ

　

男
女
共
同
参
画
課　

TEL
　
23
　

１
６
０
０

▼
対
象
者
＝
65
歳
以
上
の
人
　

▼
日
時
＝
６

月
４
日
（
月
）、
７
日
（
木
）、
11
日
（
月
）、

14
日
（
木
）、
18
日
（
月
）、
21
日
（
木
）、

25
日
（
月
）
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
　

▼

場
所
＝
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

▼
内
容
＝

高
齢
者
向
け
の
軽
い
運
動
　

▼
持
参
物
＝
飲

み
物
、
タ
オ
ル
、
運
動
し
や
す
い
服
装
、
靴

■
問
い
合
わ
せ 

・
申
し
込
み

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
　

TEL
　

22
　

５
１
９
１

▼
日
時
＝
６
月
８
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
　

▼
場
所
＝
筑
西
保
健
所
　

▼

内
容
＝
ダ
ル
ク
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

■
問
い
合
わ
せ
　

筑
西
保
健
所
保
健
指
導
課

　

TEL
　

24
　

３
９
１
１

▼
日
程
＝
６
月
７
日
（
木
）
　

明
野
支
所
、
午

前
10
時
〜
正
午
／
６
月
11
日
（
月
）
ジ
ョ
イ
フ

ル
山
新
下
館
店
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ
　

保
健
推
進
課

　

TEL
　

22
　

０
５
３
５

納税に便利な口座振替をご利用くだ
さい。手続きは、金融機関の届出印
を持参のうえ市収税課または市内の
金融機関・郵便局へ
■問い合わせ
　　市収税課管理係　内線 444

市民税・県民税（１期）
国民健康保険税（ 2期）

納期限：7月2日（月）

今月の納税

連絡・問い合わせ

市広報広聴課
℡   24-2111 内線 314

明野支所総務課
℡   52-1111 内線 223

市広報広聴課
℡   24-2111 内線 314

明野支所総務課
℡   52-1111 内線 223

市広報広聴課
℡   24-2111 内線 314

明野支所総務課
℡   52-1111 内線 223

申し込み

事前申込不要
（当日来訪順に受付）

事前申込不要
（当日来訪順に受付）

6月 18日（月）
午前 9時～電話予約
（先着 8人まで）

6月 25日（月）
午前 9時～電話予約
（先着 8人まで）

相談員

横川日成
堀江　潔

星野治子
加藤清位

行政相談委員
（総務大臣委嘱）

弁護士

人
権
擁
護
委
員

相談会場

市民会館
1階会議室

明野支所
１階会議室

市民会館
1階会議室

明野支所
１階会議室

市民会館
1階会議室

明野支所
１階会議室

相談日時

6月28日（木）
午後１時～３時

7月2日（月）
午後１時～３時

6月28日（木）
午後１時～３時

7月2日（月）
午後１時～３時

6月28日（木）
午後１時～３時

7月2日（月）
午後１時～３時

区分

人権相談

行政相談

法律相談

生
活
の
困
り
ご
と
相
談

年
金
相
談

補
装
具
（
義
肢
・
補
聴
器
な
ど
）

交
付
・
修
理
巡
回
相
談

女
性
問
題
相
談

青
少
年
な
ん
で
も
相
談

愛
の
献
血

薬
物
依
存
症
『
家
族
教
室
』

転
倒
骨
折
予
防
教
室
参
加
者
募
集

心
配
ご
と
相
談
窓
口（
法
律
相
談
）

　

子
ど
も
た
ち
の
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
、
交
友

関
係
、
学
校
生
活
、
い
じ
め
、
性
な
ど
身
近

な
問
題
に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談
員
が
電
話

相
談
、
面
接
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
期
日
＝
６
月
１
日（
金
）・
４
日（
月
）・

６
日（
水
）・
８
日（
金
）・
11
日（
月
）・
13

日（
水
）・
15
日（
金
）・
18
日（
月
）・
20
日

（
水
）・
22
日（
金
）・
25
日（
月
）・
27
日（
水
）・

29
日（
金
）
　

▼
時
間
＝
午
後
１
時
〜
５
時

▼
場
所
＝
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
下
館
駅
前

ス
ピ
カ
ビ
ル
３
階
）
　

▼
費
用
＝
無
料

■
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
TEL
　

24
　

６
０
８
１
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夜間診療が始まります
市の「夜間休日一次救急診療所」（旧休
日応急診療所、下館保健センター内）で
は、真壁医師会筑西支部及び茨城県薬剤
師会筑西支部の協力を得て、これまでの
休日診療に加え、夜間診療を開始します。
　　急に身体の具合が悪くなった……
　　子どもが急に熱を出した……
　　　　　などの時にご利用ください。

６月１日から 夜間休日一次救急診療所

診療科目
■内科　■小児科

診療日・診療時間
■日曜日、祝日、年末年始

　午前９時～午後２時

■平日（土曜日を含む）
　午後７時～午後９時

必要品
■健康保険証

（11時 30分～ 12時 30分を除く）

※受付は、いずれも診療終了時間の　
　30分前までとなります。

国道 50 号バイパス

国道 50 号

勤行川

板谷波山
記念館・

下館二高・

国
道
２
９
４
号
バ
イ
パ
ス

至
小
山

至
水
戸

至
水
戸

至
真
岡

至下館駅

夜間休日一次
救急診療所
筑西市総合福祉センター

桜
堤

夜間休日一次救急診療所
（筑西市小林 355 番地 TEL 24-2266）

■問い合せ
健康増進センター保健推進課（TEL 22-0535）

真
岡
線

※お薬は、指定の薬局でお受け取りいた
　だくようになります。

（12月 31日～１月３日）

感謝の気持ちも学びました
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後
記

ヤマボウシ（山法師・ミズキ科）
花は６月に開き、果実は９月ごろ
赤く熟し、甘く食用にもなります。

人口＝男 54,976 人　女 56,130 人　計 111,106 人　世帯数＝ 34,876 世帯（平成 19年 5月１日現在・常住人口）

　

鉄
道
マ
ニ
ア
の
こ
と
を
、
昔

は
「
き
し
ゃ
き
ち
」、今
は
「
て
っ

ち
ゃ
ん
」
と
呼
ぶ
そ
う
で
す
。

自
他
と
も
に
認
め
る
て
っ
ち
ゃ

ん
の
広
瀬
さ
ん
。
Ｓ
Ｌ
に
つ
い

て
少
年
の
よ
う
に
語
っ
て
く
れ

る
笑
顔
が
素
敵
で
し
た
。 

（
＠
）

　

養
蚕
小
学
校
の
田
植
え
の
授

業
。
田
ん
ぼ
に
初
め
て
入
る
３

年
生
た
ち
の
不
安
と
喜
び
の
顔

が
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
。
泥

ん
こ
に
な
っ
て
米
作
り
を
学
ん

だ
子
ど
も
た
ち
、
貴
重
な
経
験

を
積
む
こ
と
が
で
き
た
。
　

（
ま
）

　５月 11 日、養蚕小学校では、「田植え」の体験授業が行われました。
この授業は地域の農家とＰＴＡの協力により、総合的な学習の時間の一
環として３年生から６年生までが毎年行っています。
　小学校南側の田んぼに集合した児童たちは、講師から稲の植え方など
の話を聞いた後、さっそく田んぼの中へ。３年生は田んぼに入るのは初
めての体験とあって、最初は足をとられてうまく歩けませんでしたが、
慣れてくると上手に苗を植えることができるようになりました。
　秋には、稲刈りの体験もおこない、収穫されたお米でカレーライスを
作って食べる計画をしています。

　

６
月
、
水
無
月
。｢

梅
雨
が
明

け
て
水
が
涸
れ
て
無
く
な
る
月｣

で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
が
、
田
植
え
が
終
わ
っ
て

田
ん
ぼ
に
水
を
張
る
必
要
の
あ

る
月｢

水
張
月｣

で
あ
る
と
す

る
説
も
あ
る
そ
う
だ
。   

（
も
）


